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( 3月末日現在)前月比
人口 56，104 (ー549)
(男 27，136(-30.8) 
女 28，968(-241) 

世帯数 13，336 (十129)
出生 46 転入 465 
死亡 38 転出1，022
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O 

(
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

O 

一一〉

横山;11護岸工事
総工費二

約900万円。

総延長=

約390メートノレ

よしがくら水路

↑〆赤佐古水路

総工費=約1，500万円@

総延長=約582メートル

河川・水路ほとんど完成
37年災害
復旧工事

昭和37年の大雨で、市内各地区に被害が続出し、特に河川・水路

の流失による被害は大きいものでした。その復旧作業もはかどり、

すべての工事が完了しました。

i 

マ
災
害
で
苦
し
む
一

人
を
見
た
と
き
、
一

不
幸
な
運
命
に
悩

一

む
人
に
あ
っ
た
と
一

き
、
こ
れ
ら
の
人
一

た
ち
を
救
お
う
と
一

思
う
気
持
ち
、
こ
-

れ
は
人
間
す
べ
て
の
人
に
ひ
一

そ
む
美
し
い
博
愛
の
精
神
で
一

す
。
毎
年
多
く
の
人
た
ち
が
一

助
け
を
求
め
ま
す
。
ま
た
毎
一

年
多
く
の
人
が
他
人
を
助
け
一

た
い
と
望
ん

で
い
ま
す
。
こ
一

の
二
つ
の
心
を
結
ぶ
の
が
世

一

界
を
つ
な
ぐ
赤
十
字
で
す
。
一

マ
世
界
百
六
カ
国
の
赤
十
字
一

は
、
戦
時
平
時
を
と
わ
ず
真
一

の
平
和
を
実
現
す
る
た
め
に
一

な
や
み
苦
し
む
人
を
助
け
て
一

い
ま
す
。

マ
日
本
赤
十
字
社
一

で
も
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
し
F

て
い

i
す
が
、
こ
れ
ら
の
事
一

業
資
金
は
皆
様
の
社
費
や
寄
一

附
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
一

い
ま
す
。
毎
年
赤
十
字
は
五

-

月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
一

の
一
カ
月
間
を
赤
十
字
社
員
一

増
強
運
動
月
間
と
し
て
皆
様
一

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
一

ま

す

。

一

庄司王司



内
の
観
光
地
、
土
産
品
、
年

中
行
事
な
ど

の
紹
介
に
も
努

力
し
ま
す
。

商
工
会
議
所
な
ど
と
連
絡
を

取
り
、
観
光
施
設
の
整
備
、

業
界
の
振
興
に
助
成
し
、
市

d

d

d

 

竹
松
に
保
育
所
を
新
設

一一一一一一一一

福
祉
関
係

努
力
し
ま
す。

児
童
福
祉
は
、
公
立
三
カ

所
、
私
立

一
カ
所
の
ほ
か
、

農
繁
期
に
は
季
節
保
育
所
を

開
設
し
、
乳
幼
児
の
育
成
に

つ
と
め
、
本
年
度
は
竹
松
地

区
に
も
保
育
所
を
新
設
す
る

計
画
で
す
。

母
子
福
祉
、
老
人
、
身
体

障
碍
者
な
ど
の
福
祉
に
つ
い

て
も
、
実
態
の
把
握
に
つ

と

め
適
切
な
処
置
を
講
じ
ま
す

d

d

d

 

中
小
企
業
の
金
融
円
滑
化
に
努
力

一一一一一一一一

商
工
関
係

大
村
市
は
も
ち
ろ
ん
全
国

計

量

知

識

の

普

及

と
定
期

的
な
傾
向
と
し
て
不
況
克
服
計
量
検
査
を
行
な
い
、
消
費

の
経
済
情
勢
下
に
あ
り
ま

す

生

活
と
商
業
経
営
を
高
め
、

そ
こ
で
、
中
小
企
業
の
近
代
無
電
話
部
落
も
な
く
し
、
湾

化
高
度
化
を
推
進
し
、
生

産

内

交

通
船
の
助
成
も
引
続
き

の
向
上
と
経
営
改
善
、
振

興

行

な

い

ま
す
。

制
度
の
利
用
と
経
営
健
全
化

寸

寸

d
t

自
然
の
観
光
資
源
を
活
用

の
た
め
の
指
導
に
努
力
し
ま

一一一一一一一一

す
。
ま
た
中
小
企
業
者
に
対

観

光

関

係

す
る
金
融
の
円
滑
化
を
は
か

昭
和
四
十
四
年
の
長
崎
県

る
た
め
、
市
内
金
融
機
関
、

国
体
決
定
を
機
会
に
大
村
湾

商
工
中
金
に
対
す
る
預
託
と

県
信
用
保
証
協
会
に
対
す
る

出
損
を
し
、
融
資
枠
P
拡
大

と
信
用
補
完
に
す
る
金
融
対

策
を
強
化
し
ま
す
。

商
工
会
議
所
、
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
絡
を
取
り
、
経
営

改
善
の
具
体
的
方
法
を
研
究

し
、
企
業
診
断
を
実
施
し
て

経
済
事
情
に
あ

っ
た
経
営
技

術
の
向
上
を
は
か
り
ま
す
。

ま
た
協
同
組
合
、
商
庄
会
な

ど
の
組
織
の
強
化
、
販
売
促

進
、
協
業
化
な
ど
も
先
進
地

の
知
識
の
導
入
で
積
極
的
に

指
導
し
ま
す
。

(2) 

生
活
保
護
は
、
そ
の
適
正

を
期
す
る
た
め
専
門
職
員
の

充
足
と
技
術
の
向
上
を
は
か

り
、
ま
た
民
生
委
員
協
議
会

の
活
動
を
、一
層
推
進
し
、
保

護
世
帯
の
更
生
意
欲
の
高
揚

と
自
立
更
生
を
う
な
が
し
、

要
保
護
世
帯
に
は
世
帯
更
生

資
金
、
福
祉
資
金
な
ど
の
適

切
な
活
用
で
、
地
域
ぐ
る
み

の
福
祉
を
は
か

る
た
め
社
会

福
祉
協
議
会
の
育
成
強
化
に

d
d
JN
 

手
洗
運
動
、

り

玖d
島寸
中寸
ρi4 
寸二

校
教=を
室=聞
広二校

大村市政だよ

施
し
ま
す。

学
校
教
育
で
は
、
教
員
の

研
修
の
機
会
を
ふ
や
し
、
家

庭
と
学
校
を
結
び
子
供
の
不

良
化
防
止
に
努
力
し
ま
す
o

d
寸
勺

市
民
会
館
も
完
成

社
会
教
育
で
は
、
市
民
会

館
も
設
計
の
段
階
に
入
り
、

ま
た
、
青
少
年
教
育
の
振
興

成
人
教
育
、
家
庭
教
育
の
推

進
、
文
化
財
の
保
護
顕
彰
、

文
化
団
体
の
助
成
、
子
供
会

後
継
青
少
年
の
活
動
の
指
導

を
行
な
い
ま
す。

社
会
体
育
も
、
五
月
に
実

施
さ
れ
る
県
体
を
機
会
に
市

民
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
を
は
か

り
ま
す
。
ま
た
昭
和
四
十
四

年
に
開
か
れ
る
第
二
十
四
団

長
崎
国
体
に
そ
な
え
、
国
体

事
務
局
を
設
け
て
事
業
計
画

を
早
急
に
樹
立
し
ま
す
。

教
育
施
設
の
改
善
に
つ

い

て
は
い
ま
ま
で
も
努
力
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
も
危
険

校
舎
の
解
消
、
特
別
教
室

の

整
備
、
屋
内
運
動
場
の
建
設

を
実
施
し
、
児
童
生
徒
の
机

昭和33年4月22日第三種郵便物認可

そ
族
こ
ん
虫
駆
除
を
実
施

一一一一一一一一

衛
生
関
係

対
し
、
栄
養
食
品
の
無
料
支

給
を
行
な
い
母
子
保
健
の
助

長
を
は
か
り
ま
す
。

し
尿
処
理
は
、
し
尿
消
化

そ
う
の
増
設
に
よ
り
、
汲
取

車
の
更
新
、
業
者
の
経
営
合

理
化
を
促
進
し
、
ご
み
収
集

は
、
収
集
の
円
滑
化
と
焼
却

と
埋
立
に
よ
っ

て、

終
末
処

理
を
完
ぺ
き
に
し
た
い
c

と
畜
場
の
運
営
は
、
再
検

討
の
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

昭

伝
染
病
の
発
生
が
依
然
と

し
て
あ
と
を
絶
た
な
い
た
め

手
洗
運
動
、
そ
族
こ
ん
虫
駆

除
、
そ
の
他
伝
染
病
予
防
の

啓
発
を
行
な
う
と
と
も

に
定

期
予
防
接
種
の
無
料
実
施
を

行
な
い
、
ま
た
勧
奨
に
よ
る

日
本
脳
炎
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン

ザ
の
予
防
接
種
に
つ

い
て
は

低
所
得
者
層
の
負
担
の
軽
減

措
置
を
行
な
い
、
接
種
の
徹

底
を
は
か
り
、
そ
の
他
、
低

所
得
者
層
の
妊
産
摂
罰
児
に

事
業
別
計
画

② 

腰
掛
、
教
具
教
材
の
整
備
に

努
力
し
ま
す
。

補
助
事
業
と

し
て
郡
中
学
校
屋
内
運
動
場

箕
島
分
校
教
員
住
宅
、
統
合

中
学
校
校
舎
、
三
城
小
学
校

プ
i
ル
建
設
、
市
の
単
独
事

業
で
中
央
小
学
校
給
食
室
、

渡
り
廊
下
の
建
設
を
計
画
し

で
い
ま
す
。
ま
た
三
浦
鈴
田

大
村
三
中
学
校
の
統
合
も
実

の
景
観
と
多
良
連
峰
、
野
岳

湖
周
辺
の
高
原
的
な
自
然
の

観
光
資
源
を
活
用
し
、
観
光

ル
i
ト
、
観
光
の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
に
努
力
す
る

と
と
も

に
、
多
良
岳
県
立
公

園
、
大
村
湾
県
立
公
園
の
整

備
も
県
と
並
行
し
て
具
体
化

し
ま
す
。
ま
た
本
市
観
光
事

業
の
発
展
の
た
め
観
光
協
会

昭和41年5月 1日

、
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~~ 

砕
き♂

i 

/ 

ま
す
。

日
時

口
口
口

火
葬
場
の
補
修
工
事

口

口

口

市
営
火
葬
場
は
煙
路
補
修

、作
業
の
た
め
、
つ
ぎ
の
期
間

使
用
で
き
ま
せ
ん
。
万
一
の

場
合
は
諌
早
市
営
火
葬
場
を

ご
利
用

く

だ

さ

い

。

口

口

口

日
時

五
月
七
日
午
後
七
時

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設

口
口
口

か
ら
五
月
九
日
午
前
九
時

つ
ぎ
の
と
お
り
家
事
、
民
事

斗
ま
で
。

関
係
の
法
律
相
談
に
応
じ
ま

口

口

〉

柔
道
の
審
査

す

4

口

口

日
時

五
月
十
日、

午
前
十

つ
ぎ
の

と
お
り
参
段
ま
で

時

か

ら

午

後

四

時

ま

で

の
柔
道
の
審
査
が
行
な
わ
れ

場
所

大
村
裁
判
所

i

l

市
勢
要
覧
の
訂
正
f
i-
-

さ
き
に
配
付
し
ま
し
た

市
勢
要
覧
の
四
良
の
H

自

然
的
う
ご
き
H

の
な
か
で

出
生
と
死
亡
の
文
字
が
入

違

っ
て
お
り
ま
し
た
。
訂

正
方
お
願
い
し
ま
す
。

口
口
口

N
H
K
素
人
の
ど
自
慢

口
口
口

校
、
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま

す
の
で
、

記
入
の
う
え
各
学

校
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い。

N
H
K
の
ど
自
慢
素
人
演

口
口
口

殉

国

者

春

季

慰

霊

祭

芸

会

が

つ

ぎ

の
要
領
で
行
な

口

口

口

わ

れ

ま

す

。

殉
国
者
春
季
慰
霊
祭
執
行

'
日
時

五
月
二
十
二
日

殉
国
慰
霊
奉
賛
会
大
村
市
支

会
場

西
中
体
育
館

部
主
催
に
よ
る
市
内
春
季
慰

放
送
日
時

五
月
二
十
九
日

霊
祭
が
執
行
さ
れ
ま

す

。

午

後

O
時
十
五
分
か
ら
一
-
時

マ
日
時

五
月
十
二

日

ま

で
、
ラ
ジ
オ
第
一
放
送

午
前
十
時
三
十
分
申
込
方
法
曲
目
、
氏
名
、

ム
場
所

長
崎
県
忠
霊
塔

住
所
、
年
令
を
は
が
き
に
明

ご
遺
族
の
か
た
に

は

遺

族

章

記

し
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い

を
交
付
↓
ま
す
の
で
、
市
保

十
六
才
以
上
の
か
た
な
ら
だ

険
年
金
課
ま
た
は
各
出
張
所

れ
で
も
出
場
で
き
ま
す
。

，

で
お
受
取
り
く
だ
さ
い
。

申
込
先

長
崎
市
西
坂
町
田

!
四
、
N
H
K
長
崎
放
送
局

の
ど
自
慢
係

申
込
締
切

五
月
十
四
日

口
口
口

市
の
奨
学
生
を
募
集

口
口
口

昭和41年5月1日

五
月
十
四
日

午
後

一
時
か
ら

場
所

西
中
体
育
館

な
お
、
受
付
は
当
日
会
場

で
、行
な
い
ま
す
。

マ
質
格

①
大
村
市
民
ま
た

は
そ
の
子

女
で
高
等
学
校
在
学
中
の
者

②
品
行
方
正
学
業
成
績
優
秀

で
身
体
強
健
な
者

③
経
済
的
理
由
に
よ
り
学
資

の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ

る
者
マ
貸
与
額

月
額

千
五
百
円

マ
募
集
期
間

五
月
一
日
か
ら
五
月
二
十

日
ま
で

な
お
、
願
書
用
紙
は
各
学

昭和33年4月22日第三種郵便物認可

b日程 一一一一一一一l 持 マの 三月 マ ひい投一 小口

接種目 ! 実施宅L-lT22汗雪雪52A 児口
5月 gSi市役所、ニ楠診扇町 て当 日 か 者 し の、つマ マロ
1/ 10日|市立病院、鈴田出張所! く日無 ま ら てでぎヒ ヒ
j 1/ 11日i諏訪公民館、萱瀬出張所! だは料 で四昭く該の生 の
i 1/ 12日:福重出張所、松原出張所 さ母 に十 和だ当 とワ 予

y m竹松出張所 | し;z t f空tffZロ品
※時間はいずれも午後2時から3時 帳 た 二 年 。は 行 γ 口接
30分まで。 を も 月一 ぜなの 口種

，--"'''--'''''--'''''--…"ーー~IJI;・E・...""，--""" --"，，

j 鳥の公団アパート i 
. あっちの鳥は公団に

島 三 はずれだのね/

i 務畿藤観点いゾ 誌 欝動 ( 
務欝務精機に路建彦グ i 
! 種熱Jj:
i 、炉費予粁 ¥ ¥ 九¥

灯 (JJI lTl ~ r- ¥:，¥¥.  

~\ ¥ (J¥ 111②! ¥』:!

i 関駅A各:

口口口
母子検診と呼出し検診

口口口
5月の母子検診の日程は別表のとおりです。

また、保健婦による検診の結果で医師の受診を

したがよいと思われる乳児は、国立病院小児科

医長の田崎先生によ るH呼出し検診 "をうけら

れますから必ず検診をうけましょう。

i月白 l 時 間 |

! 5. 9 9.30~11. 30 

1/ 1/ 13.30~16. 30 

I 5.10 9.30~15 ・ 30

1 5.11 9.30~15.30 

5.169.30~15.30 

! 5.17 9 . 3 0~15 . 30 

! 5.18 9 30 ~11. 30 

i H Hl山制問

り

場所

今村公民 館

三 浦診療 所

鈴田出張所

竹松出張所

松原出張所

福重出張 所

黒木小学校

萱瀬出張所

大村市政だよ

忌口
明口

口寄
口付

市
内
昭
和
通
り
の
焼
野
金

市
さ
ん
は
故
焼
野
佳
子
さ
ん

の
忌
明
に
社
会
福
祉
事
業
費

に
、
ま
た
、
市
内
古
町
の
中

尼
実
さ
ん
は

亡
父
米
蔵
さ
ん

の
忌
明
に
西
大
村
小
学
校
に

図
書
代
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
金

一
封
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
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国
【速度】 車両が道路を通行する場

合の最高速度は、政令で定められています。

これによると、大体つぎのようになります。

①大型乗用自動車、普通自動車、自動二!愉車

C250CC以上〉軽自動車は毎時60キロメ ートル
②大型賃物自動車、大型特殊自動車、牽引車

である普通自動車、自動二輪車 C250CC以下)
は毎時50キロメートノレ。

③原動機付自転車C50CC以下)は毎時30キロ
メートノレ。

④小型特殊自動車は毎時15キロメートノレ。
⑤緊急自動車は毎時80キロメ ートノレ。

i ママ マ 払えただし、他の車両をけん引する場合はつぎの i
! 片水 丙 い問

ように制限されます。 I 町 計 J三く違
| 一 一 城だ い のを金委集 月昭

①2 t 以下の車両を3倍以上の車で牽引する場 |森七佐一寺町さなで持人託金分和市
合は毎時40キロメートノレ。その他の場合は毎 | 五藤二井十いい、つはしをよ四の

|タ番忠三ト六 O よ確て身まつり十水
時30キロメートル。 Iネ地己番メ番 う認お分しぎ水 一 道

②120CC以下のパイクが他の車両を牽引する | 地 地 にしり証たの道年部
| おたま明 。人料度で

場合は毎時25キロメートル。 支うす書集にの四は
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こ
れ
か
ら
ふ
え
る
性
犯
罪

自
分
の
身
は

自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う

毎
年
春
か
ら
夏
に
か
け
て

は
、
女
性
を
狙
う
痴
漢
が
ふ

え
て
き
ま
す
。
昨
年
も
、
県

下
で
は
百
四
十
件
も
の
被
害

届
が
出
て
い
ま
す
。
そ
の
大

半
は
夜
間
、
屋
外
の
暗
い

と

こ
ろ
で
起
っ
て

い
ま
す
。

警
察
で
も
、
こ
の
よ
う
な

犯
罪
が
起
ら
な

い
よ
う
に
取

締
り
を
し
て
い
ま
す
が
、
市

民
の
み
な
さ
ん
、
と
く
に
女

性
の
か
た
は
、
自
分
の
身
は

自
分
で
守
る
心
構
え
で
、
性

室一教一通一{父一

犯
罪
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

夜
間
の
一
人
歩
き
、
暗
い

所
の
通
行
、
派
子
な
服
装
は

H

ち
か
ん
H

を
待
っ
て
い
る

よ
う
な
も
の
で
す
。
仕
事
の

都
合
で
帰
宅
が
お
そ
く
な
っ

た
と
き
ゃ
、
ど
う
し
て
も
暗

い
と
こ
ろ
を
通
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
き
は
近
く
の
派

出
所
に
気
軽
る
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
ま
た
泣
寝
入
り
は

い
け
ま
せ
ん
。
被
害
を
う
け

た
ら
必
ず
届
け
出
ま
し
ょ
う

'. I 

水道部だより

福
祉
年
金
所
得
状
況
届
は
す
み
ま
し
た
か

出
を
せ
ず
に
い
る
と
福
祉
年

金
が
受
給
で
き
な
く
な
り
ま

す
の

で
必
ず
届
け
出
て
く
だ

大
』
い。

四
十
年
分
所
得
状
況
届
を

五
月
六
日
よ
り
市
保
険
年
金

課
ま
た
は
も
よ
り
の
出
張
所

で
受
付
け
ま
す
。
年
金
証
書

と
印
か
ん
を
持
参
し
て
届
出

を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
届

4 

.~ t\ 


